
蘭本列島の生い立ちを

⑥一盟

さぐる

W-3鱗新世玖降の地殻爽勤

王蜥施野子寮教授ら工9餓).美作衝止の前縁線の凹

凸想けでもおよそ4㎞ユに達するので転位鐙は少なく

ともζれに数倍する怒るう吉この断層は驚漆原鰯とよ

ぶ翼新(換穣)層虹潟お壽)れるが驚漆原層は衝上断層

に近接す蕃北載では慶1礫秘多く脚災は践径然馳紀達

するものも彩る｡この湖成層はおそらく衝上断層の生

成紀よった変動と密擦な関係をもつかも知れない､

中国地方の内陸都には広島北方の三次付近紀船佐一山

内衝上(今村名誉教授ら!螂)幅凶市の北部紀は福

山街上(今村先生ら19651967)岡山の北には員応

寺衝上(今村先生1966)が知られている,これらの

衝上によって中新統の上に古生界や花鰯岩などか繭に

向かってのし上げられる.このうち船佳一山内衝上は

鮮新世後期と考えられる甲立礫層紀も衝上す薦⑳でこ

れらの諸衝上は鮮新世より新しいもので移ろう｡福山

衝上は非海成中新統福山累層の上に薙褒成酋裟界花筒

斑岩看英斑岩流紋岩緑亀砦(夜瓜野塩鐘性砦類?)

からなる古い岩層か衝上するもので福山の北がら東北

東に向かって約五如追跡される自餓属の走陶は西部

ではN70邊W東に向かってN80～鮒蕊となり傾斜は

酉で70～80蓼N東では3d～鮒Nで変化㌧珊鴻苦街

上された中新統は時には直立したり逆転慧れているこ

ともある抽今村名誉教授(五螂)1はる&翼新世末頃

に生成された可能性があるといわれる甜

神戸市には京都大学散上治寅次郎教授(亙鰯五卿)

が六甲衝上の存在を報告された.この衝上は寵西端は

当る可能性もある｡さらに芦屋北方には花筒岩中に走

向N80邊E僚斜3⑪靱Nのものも知られる.衝上運動の

る(松下道京都大学名替教授螂3)

故江原教授(螂7)は岸和岡市の南東方若樫の衝上断

層と六甲の丸山衝上とを大阪湾の沈降によりて生成凄れ

たと見徹された.'若樫衝上は走向淋N鋤噴猛傾斜

50螢Wで旧更新統の砂利層(魏在の知識では鮮新統大阪

層群の基底礫岩)の上紀領家帯⑳花陶岩(上に大阪層灘

の基底礫岩をのせたも⑳)カ瀬から東淀商かりて衝上し

た断層である曲筆者の見解では更新植以後の大阪湾を

含む領家帯の隆起?時期に生成されたと思われる･翫

在屍られる大阪溝は大阪平野お共に更新推後期以降の沈

下によるものである辛

香川県商徳本線造囲駅蘭方に1ま長篇断層カ董ある辛走

向は東面で簸長約30㎞ま追跡され寓に3◎～遂⑪竈で傾斜し

更新挫鰯瞭位段丘堆積物の上紀領家花筒着洲脈向かっ

て衝上し施も⑳で鋤る(斎藤実助教授らエ螂エ螂)｡

ζζから薩繭酉で琴乎町南方紀は久保護花は江燭街上

麦よばれ篇もめ秘あ恥北郷の地層は領家帯を不整合

におおう三豊層灘で繭側には和泉層灘が東面ぽ走りて

いる｡三豊層灘は煩象助郷晦｡伽1鰍鈎碗綴差To一

醐駄鮎や多くの植物化看を産する鱒新植湖成層である由

街上断層は和凝層群湯セ盤層群紀商から北に痢かって衝

上し更新世の中位段丘堆積物によっておおわれる｡

断層薗は30～50瞳南に僚く.この衝上断層は叉8㎞王に�
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わたって追跡されており東の延長部は和泉層群の層内

のすべりとして1Ok血をζえる鯖麗紀わ花ってのぴる

と考克られている(中野助教授ら螂⑩互鰯斎藤実

助教授ら螂婁)稻

松山市蛾山の商頂端紀は走向N硲範笈で僚斜秘蜘超で

北に候く逆断層ま花は衝上断層添ある曲北側の額象帯

の粗粒な羅雲母花筒砦秘繭側の加療層灘の礫岩紀街上し

たもので遺後公園にもこのような歓層か見られるとい

われる(泳井教授ら王鰍)､ごの断層の生成慈れ淀時

期は詳らかではないか新生代に入りてからのものであ

ろう､

東京大学木村敏雄教授(五螂螂6)は鳥単層灘を含

む周迦四禺の秩父黒帯周辺(工螂螂7)中園山地

の青生界(峨｡)欝の地域で詳細に地質構造を解明され

ている淋中部飽方の新生代紀生成書れ花赤有裂線やフ

ォッサマグナの研究(王鯛§独飢獺硫)縛もある唖

本州弧紀おげる構造は分の研究では自藪紀後の構造発達

紀ついて詳論され花宙その登ちには中部地方をその周

辺を含む広い範願の断裂系を系し串新世および鮮新棋

などを切断する壌穏を区分春れ花(木村博士工螂)串

これによるを鮮新世以降の断層紀は糸創ト静闘線1ζぽ

ぽ並行す審ものと中央構造線の北側坤央線に並行す

る街上断層秘多く示されている苛これらの衝上の齢る

ものは葡紀のべ花ものを含む秘その他のものも幾つか

ある串領家帯に近い断層は北紀胸がいやや離れ花街

上は商紀胸かう煩胸秘あ鳶苗さらに一部では東から衝

また酉から東紀向かうものも示されている稻

纏綿葵扱恕

鄭腺砂岩畷

3⑰e㎜

熟纂;残㍉

J皿

鶴螂鐵襲嬢燥綴療郡州内町瀦の肉で屍蔭扱蕃寧央構造織を

瀞ず錨質騎蘭鰯倣鉾潜慧夏鑓婁)

5⑪㊧蕊僚紬びNの低禽度の断層でのり厚さ50狐の粗

面岩質安山岩紀も走胸N蜘一搬奮琶蜘竈で北醐ζ懐く破

砕帯を伴雪断層秘あり最上限紀も破砕帯が潜りて慈

塗紀その土師蘭単層灘秘のっている葭永井先生は砥部

時階の運動の後に乎磁化作用秘行なわれたことも指摘慈

れその蒔甥は鮮新植の噴をされている硅低部時階の

活動はこれ婆を考えると鮮新世中頃とみてよいであるう.

この時階の中央構造線の変位は余り大書なものではなか

っ恕&籍克られている亜

平山博士ら(1鰍)は紀ノ川上流(吉野山図幅)で

領家猪を箱療層麟との間の街上性断層の生成を砥部時階

によるものとし淀由葡にのべた矢部先生の説はここ

の騎層を中区の中央線告よび鹿塩型薫災一ナイト⑳生

成をこの砥部時階のものあみ塗れ淀剖それは鹿塩ミ灘

牌ナイト紘和嬢層灘が取り逐婁れ花ごと紀よる苛

はっきりとその時代が限定された活動は別であるか�



の傾斜で大淀層ぽ衝上することを発見し千股街上の名

を与えた.平山技官ら(慨7)はζ⑳衡土を約妓搬

淡路島にもこの時階に属する衝上運動か細るれる､

京都大学東中秀雄教授(脇1)は南側溝濠の下灘で翼

新統(洪積統)の含炭層の上㈲晒側から琴線層灘か衝

上していることを指摘し花｡このほか商頂部の北側の

津久井では含炭層師団泉層灘秘走狗醐OW傾斜遂0ΦW

で衝上しているζとをのべている､蘭申啓策博士ら

(夏鰯)によると下灘では北から灘および下灘の街上

性の両断層によって摺曲された和泉層鮮は鱗片構造がつ

くられその南限は油谷衝上断層によって海津脅いの鮮

新一翼新統淡路層麟紀低角度で衝上する､衝上の走陶

は海岸に平行なN鮒箆で3ポで北に候きおよそ3k服

が海岸近くに現われる淡西側の題民部は海幸ぽ没する,

淡路層灘は東串博士の含炭層である｡固申技官らは灘

および下灘断綴を切麟する南北方向の断層が滴谷街上を

切断しないことを指摘されている冊

濃一3新驚凝時階⑳鴛動

松山付近で鮮新植の後は平坦化作用が行なわれた吉

皿ケ嶺平坦面がこの頃にでき上った善その後に中央

構造線の断層やそれに平行した方向の断層運動(地塊

運動)が起こってあら凄じ魏在に屍られるような地形

ができ上った｡これが永弗先生(峨婁)の新居浜時階

の活動である岳辻村太郎東京大学名繋教授(醐6)が

指摘巻れた看鑓山断層崖は永井先生(蝸5)によって確

かめられた.三波川変成砦類分布飽域の北側には更

新植の騒状飽秘分布している秘所屠浜市獅蔵では扇状

地の礫層と繕縞片岩と赫走陶かほぼ東旗で餐0“の

傾斜で擁している白壁淀小松町鰯村では鱒新統岡村薦

と第回療簾姜…君拳と湾董岳まセ安東頂買の走向で弐ヒ毒ζ籔0時で刊藁く簿〒

層で接する串このような串央構造線に並療する新規の

断層は扇状地形をつくる堆積物との関係から扇状地形

成直前ないし形成以後のものに隊列され酋いものは鱒

新植栄期蜜花は翼新棋初期新しいものは翼新世帯なし

い末期と蒐徹された､筆者1北れらの断層は怒ら紀新

しいものでありて古い方淡更新世後期頃新しいもの

は緒筋片岩と扇状地堆積物とを接触させるのみでなく

沖積層の縁遡をふちどる部分もあるので沖積棋(?)のも

のと誇える､

松ぬの寓蘭方の郡申付近の鮮新一更新統郡帯層の繭隈

は断層といわれ南側は和疑層鮮と捺する缶中央構造

線紀擦近したところ紀あるので散江原真優先生(エ鰯

19筋)は更新世より後に地塊運動のあっ花証拠とぎれ淀.

この断層も新居浜時階の活動の表現されたものであろう.�
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地地城内欝側

対

年

代地質省三代地徴系繊

帝爽構造綴を濁繭湊漆樽地殻鍍鱗と妙関係

餓寮微妙遜1㍊鞭雛織薯案笈繁雑顯
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書門煽

滅旙雛徽総繍

紀雛鰯鱗帥･燃獣

鰯

鱗触繍

盤滋煽雛

ジ

弧㈱･

風

ラ

紀

畳

20㎜紀

一九願剖穫紙一一

鐙;

減1

層1㈱^1

雛拐

罰董1

鰍

地;

幾1訓葦獺辮厳羽繍雛背i

斜1

暇御

地質工鳳一ス蝸号餐頁の塗でのべた石鑓山繁三

九州では橋本勇博士(1962)によると顕著な断層に

よって第物図(地質ユユｰスエ鋤号)のように分帯

されている,この主要構造線は衝上性のものと思われ

古い地層だけでなく新白亜系古第三系ならびに申瀞

統下部などを切歓するので古第三紀凄たはそれより後

に生成された紀相違ない.

四国などでも衝上性断層は存在するに相違ないか未

たはつ巷りと示され花ものは少ない仙甲藤教授ら

(螂⑪)の努力はよって高知県の地質図漉0万分のヱで

作られた刊従来の地質に比較して飛躍的によく分帯さ

れかつ地質構造を明瞭は添されている.この地質図の

四万十帯では東部地域で自醒系紀は領有有岡浦河

ヘトナイの各統と古第三系の暁薪統と然頂部でも領有

有田浦河暁新の諸統が蒐出されていない.酒南部

で中村地溝帯とよぶ東西方向の狭い地域とその近くだけ

にヘトナイ統が知られ始新統は南部の東海岸にそって

周囲の地層あは断層関係で走向秘東西であるぽもがか

わらず南北方鮒ζのびて現われ漸新統の平開竜が迫

雨層は中村地溝帯で暁新統を欠いてヘトナイ統を直接に

おおい漸新統三騎層はギリヤｰクと始新両統との闇に

断層ではさみ込婁れているヨ臼醒系や古第三系の一部

一路魏……･…･一一

1綴重量,

1郷系

駿鍾

太享蓬慧

織1ウ

亨幻

蛾剛;

μ麺1

餓鍵

蛾燃勘

内線､嚢

臓綾

㎞…'蘇鋤箏

地仙繊璃

棚糾…

鰍興}

背鮒

�

l…;!

鋒川

��

l～言

熱ζ添される

棚駆
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吟1

拠

㈱㈱舳構

遼

繰
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_一一の

◎1};i㈱冷

1成

;中

;火

1脹

繊緯

艦一幕

締

締約

珪

蝉繊

�

1艇

1藩

1鰯
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外上総

和

娘

葺鍾下部

雛

繊

藷鷺上総

洲

溺

辮下総

餓斑燭欝

潟嬢層雛

七蔑魯煽

一?,

川内が各層群

lu了∫…u

紡亨

尋彰

淋纂

け

冊目?

鈍

糾北

1繋

繊海

獲

繊

1峰

翼

磁

織

施餓

狗}

鎌

三

日罪『

螺嶋

幻翁丁

郷内

層･･層

再燃…狼納;鍾叢書

蛙繊菱な嚢滋数形由

:1蚤該㍑嚢嚢筆

書

1刃麓糠1

言

辞群四

瀦万

稼

畷十

辮

累

層

鮮

｡γ街上断層完成期

中央線などの活動の詳細は修正されてい洲･

を欠いていることは研究カミ造むにつれて他の地層から

発見される可能性もあるだろうカミ複雑な構造によって

地表では広い露出秘ない可能性も誇免られる咀蜜淀

繭低部の複雑な分布はこれらの閥に衝上敵層を伴う錯�
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欝蝿鰯鱒新一翼毅徴⑫煮蝿聾蟹(漆遼灘蔭エ鰯)

中都中新遣後期か蔭海進は令船一遼と狩繍)杓畔新世最衆鍋で熔乳榊嶋朝鮮準鮒玄陸づつ

割籔り施主鱒毅威厳期頃の黒本績大騒から切壌灘慈扱怒｡鱒鞍一愛新憧で1重ふ恕淀ぴ陵

つ劣剖ζ溶樹液､就溝遺の空襲翻嚢灘童嶋浮び土物て嚢淀.ダ少ン券ヌ地域の大部分では海

は遠く煩榊童み蔭槻大凶藩勤も銘象て慧恕.書い簿瞭繍霞論護り底秘らなか櫛滅茎潔く抵

で瀞慈ている.理ン券…1ま繊鰯の躍嚢か蔭欝蝸窓淑液擦蜜｡

ぽ東西にのび北から繭紀肉かって丹択層灘を繭側の星の非海成層が知られる｡

柄層灘に衝上させ延長は10数㎞1にわたって明瞭にさ鮮新植では串新世の激しい海遼から陸化紀移った時期

れている｡これらの地層は東為よび西側では更新統のであってこの時期の地層は海溝地帯の平難部の海成層

関東憾一ムおよび窟士山を構成する噴出物によっておおや内陸盆地の嬢成層などは屍られるが分布は一般に狭

われている,金体を大鶴すると上野原を通る複胸斜がい､中新統の欄曲は鱒新世ぽ起こった造山運動はっ

あってその繭翼紀扇山衝上淋で書丹沢山賊をつくるたものと考免られる｡鱒新徴末頃からふ把怒び海遺か

複背斜による繭翼部に神綴の衝上添作られている｡こ進み鮮新一更新抵で最大紀蓬した

のような衝上断層は耽から繭に内かった圧遺によって生錦醐図に鮮新一更新世の吉地図を示す亭'

じたもので鮮新棋凄たはそれより後で関東灘一ム層の

堆積以前である｡鰯翼新棋⑳概襲

賢添の更新層は主として段丘堆積物である缶関東軍

遡鱒新樹の概翼野や大阪平野のよ雪紀鱒新から造盆地運動が引きつづい

北海遺から東北筒本終かけてのや新世にはグシンタて行なわれ淀地域では地層は厚い淡一般には薄く多

フを主体とする火山砕贋物からなる地層秘広く分布するくは平野部ぽ伏在したりその周迦部の丘陵地を構成す

淋衝南日本では山陰地方を除くと火{清動は余り激るものである苗潔虚は高位のものが古く低位のもの

しくながりた.艦新世になると中新世に比較してさが新しい.

大阪層灘菖蒲谷層古琵琶湖層群

明石層灘などは鮮新棋後半または後半

から更新世に凄でわたる地層で大阪

平野の大阪層灘は上部を除くとほとん

ど海成層であるが内陸部の鮮新統は

葬海成層ないし嬢成層でしばしば亜炭

を含む.奥羽地方では仙台層灘など�
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関東地方では多摩川沿いに段艮灘が､聾､言

あってわが園の標準地と慈れている宙

高位のものから順に多麟下宋書武

蔵野立川青柳拝島と響灘の撃丘

紀分れそれぞれ紀対麻する地形面

を多摩繭下衆吉蔵斌蔵野繭立川

蔵とよぶ.火山尿からなる関東蟻一

ム紀は遂層の区別があって多摩減一

ム層は多摩段丘下末吉城一ム層は多

摩下衆吉両段丘減蔵野濠一ム層は

多摩下末吉城蔵野の各段丘立川

鰍一ムは拝島段丘を除く他の5段丘を_÷

おおう.下末吉段長をつくる下末吉

層は平野部の東京層および成因層ぽ相

当し海退期をはさんだ黛圃の海進性

堆積物で斌蔵野段丘を構成する斌蔵

野礫層緑海退期における海繭停滞期を

示すとされる,立川青柳拝島の

各駅は海成の薄い鰯か伽ていザτ

る､青柳および拝島の爾段丘は沖積

楓夏瓢瓢あζざ京釜か吋

畿地方には更新世中期の播磨層灘穂由地氷繊

積礫層など秘あり新潮のものには高砂火山

位駈堆鮒鰍分布柵∵㍗

更新世は火山活動が盛ん紅なり火第1g姻璽薮徴索潮の宙地理図(湊笈齢1鰯)

山をよ渡れるものは純れも更新世ぽ現麟蜘鮒晩載鮒辮鰯杓喋鮒氷河雌鮒触淋飢脇現在酬棚

鳥がで書て喜怒｡火擁流登伴うものや爆劉はる大凶漬鰍嚢更新機初謝こは盛んで鋤欄た秘

われたものである.錦醐図は新生後難熔小繊となうた.ζ姻餌爽書海進の最後鵬馳古鰹鴨る｡

代後期から以後の噴闘量を示し花もの

である.中央構造線に現われた活動もこの時期を示す

ものがあり地殻褒動は火山潜動に並行して激烈であっ

花｡現在の目本海や員本海溝なども更新世ぽ入ってか

ら明瞭な姿を錫わし花と見られている由目本の氷減は

高山地帯ぽ限られるか狭いながちも知られている由

第脳図に更新陛後期の古地理図を示す曲更新租最

末期に入って胃本と朝鮮半島との陸橋が断淀れた

その頃は海退期で陸地は今よりかなり広く奥羽北海

道樺太は陸つづきと思われている血火山活動も一層

激しくなり北海遣から奥羽の串軸部をへて小笠原諸島

に連るため山陰から九州の即軸部を通り酉繭譜島にの

びるもの等の清動は次錦に明瞭ぽなってくる占最近

地質調査所から発行きれた一色直記樽士ら(エ鰯)の200

万分の1目本の火山分布図ならびぽ文献集を見られる

とその詳細か判っていた花けよう､�
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表題に対し内容が当を得なかったうらみがある､深

く反省し機会があれば少しでもよくしたいと思う岳

筆脊の地質構造論では西南胃水内外両帯は一連の地殻

変動の過程で分化したと考えて説明を試み淀吉宵い領

家から新㍍い領家悠なるにつれて内外両帯の地質構造

四万十地向斜浅海一陸域の堆積物火山活動深成清

動変成作用等カ溶接な関係をもって進んだ.地背斜

の隆起は間歓的で時には沈降もありこれらのことカ麦

堆積物の岩質岩相変化衝上運動や地塊運動等&相互

に影響し合った苗東北貿本の詳細は不明だが西南日

本のつづきで構造発達の未熟な部分も含まれる｡

古い時代の変動は後期中生代のものとの類似性から推

定を加へ後の変動には新しい要素の追加に注意して簡

単にのべた.地殻の発蓬史は歯い時代について知識か

乏しいだけでなく単純であっ花秘新しい時代ぽ向かっ

て段階的に複雑に分化した,生物の進化&共通するを

ころがある,

新世代の地質は分化カミ進み局地化とそれぞれ紀特徴

カミ現われた.これらについて十分な説明は容易にばで

きないのでごくかいつまんでのべた.

現世は日本列島では地殻変動の激しい時期で火山活

動は更新世から引書つづき地震活動も伸々旺盛である.

筆者は関東大阪濃尾讐の平野部は領家帯の沈降に起

因するのではないかと疑っている.古い内帯中央線の

ある位置に来馬層群や九頭竜層群が堆積したような関係

とみたい,場所はよっては深部では深成作用や褒成作

用も行なわれている怒るう土

地震活動はし浅しは大きな災害をもたら世る告発生

の周囲は花開岩の底盤が広く露出しているとする.当

時の海域湖水または陸域がどうなっていたか判断する

こ&は伸冷できない.海成層の化石がどちらから入っ

てきたか物質の供給がどう進んだかが判る位にすぎな

い｡もしも古い時代の地層秘街上地塊となって原堆

積地から動いたならぱ勘雲の鞄図の上にもとの海域を

古地理團として正しく表現することはできない.盲い

時代紀離れていた隆と海とが現在接近しているならば

古地理図は復元春れたとしても過去の姿を現在とよぶ

フィルタｰを通して蒐ているこあになる由吉地理図は

表現の精密削に芯わらないで概念を理解するという

ところに意味淋あるだるう.

本稿のうも地殻変動についてはおもに筆者の屍解によ

ったカ婁専門分野とか調査研究の対象の異なること1は

って違った意蒐が多いの紀相慈ない.凄淀筆者の兇

解にも誤った点が少なくないと思われるヨ各分野での

研究カ婁進むにつれて新事実の発見からより新しい議論

が生れてくるものだ吉ここでのべたことを鵜のみにし

ないで批判しながら理麟し何等かの意味をくみ散ってい

た化けるならば泰である封未知の部分が余りぽも多く

自録での調査研究は余りにも少なく諸研究の異なる見

解のうちから筆者の論拠ぽ有利な部分を見出し都合よ

く癖釈して利用させてい彪鴬いたために酋罵一貫しだ議

論カ童なきれていないかも知れない｡しかし真実は決し

一→φ如一甲一

計疋!?6号

1頁右利下から13行員鮎南ないし北里珪は

皇室北ないし商事りご修正｡

5頁左利8行貿`{のべよデは“検討しよう"

に直す.

6頁左利下から8行目'“氏"は“先生"に訂正�


